
　
景
気
回
復
へ
の
歩
調
が
強
ま
る
中
で
、
攻
め
の
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
に
焦
点
が
当
た

っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
社
会
全
体
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

グ
リ

ー
ン
ｂ
ｙ
Ｉ
Ｔ

で
、

コ
ス
ト
削
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
が
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
欧
米
か
ら
押

し
寄
せ
て
き
た
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
の
波
は
、
日
本
の
お
家
芸
で
あ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
と
相
ま
っ
て
進
展
し
、
日
本
発
で
ア
ジ
ア
へ
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

独自技術生かす好機
世
界
で
連
携
広
が
る

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ 　

日
本
企
業
の
戦
略

規
模
・
業
種
で
温
度
差
「
エ
コ
」
対
応
戦
略
は
必
須

評
価
方
法
の
統
一
化

環
境
貢
献
の
指
標
定
義
Ｄ
Ｃ
の
省
電
力
化
目
標
に

ア
ジ
ア
カ
国
が
共
同
声
明
エ
ネ
効
率
の
最
適
化
探
る

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
に
は
Ｄ
Ｃ

の
省
電
力
化
が
必
要

日
立
製
作
所
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
内

富
士
通
の
館

林
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
冷
却

設
備

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
そ
れ
で
は
日
本
企
業
は
グ

リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
に
ど
う
向
き
合

っ
て
い
る
か
―
。
日
本
情
報

シ
ス
テ
ム
・
ユ

ー
ザ
ー
協
会

Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｓ

が
ま
と
め
た

「
企
業
Ｉ
Ｔ
動

向
調
査
２
０
１

０
」
に
よ
る
と
、
「
グ
リ
ー

ン
Ｉ
Ｔ
の
対
応
・
検
討
に
着

手
し
て
い
る
」
企
業
は
全
体

の
約
２
割
に
と
ど
ま
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
「
機
械
製

造
」
や
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
」

な
ど
が
先
導
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
が
、
「
全
体

感
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
の
状

況
」

Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｓ

。
企
業

規
模
別
で
は
規
模
の
大
き
な

企
業
ほ
ど
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。
流
通
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
で
グ
リ
ー
ン

Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
が
相
対
的
に

遅
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に

は
、
ほ
か
の
業
種
と
比
べ
小

規
模
な
企
業
の
割
合
が
多
い

と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
へ

の
対
応
は
サ
ー
バ
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
資
産
を
ど
の
よ
う
な
形
で

保
有
し
て
い
る
か
に
も
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
。
調
査
か

ら
は
サ
ー
バ
仮
想
化
実
施
済

み
企
業
の
２
割
が
グ
リ
ー
ン

Ｉ
Ｔ
の
対
応
に
着
手
し
て
お

り
、
「
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
へ
の

現
実
的
な
対
応
は
Ｉ
Ｔ
コ
ス

ト
の
削
減
と
抱
き
合
わ
せ
で

行
わ
れ
る
」

同

と
い
う

姿
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。

　
企
業
の
規
模

や
業
種
に
よ
っ

て
対
応
状
況
に

濃
淡
が
あ
る
の

が
現
実
だ
が
、
も
は
や
「
エ

コ
」
抜
き
に
Ｉ
Ｔ
活
用
を
語

る
こ
と
は
で
き
ず
、
グ
リ
ー

ン
Ｉ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み
を
企

業
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
て

い
く
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展

と
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
増
大
を
背
景
に
、
ア

ジ
ア
で
も
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
の

推
進
が
急
展
開
し
て
い
る
。

直
近
で
は
２
０
１
０
年

月

に
「
第
２
回
ア
ジ
ア
グ
リ
ー

ン
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

か
れ
た
。
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の

の
国
と

地
域
の
政
府
と
産
業
関
係
者

が
参
加
。
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
の

取
り
組
み
は
も
と
よ
り
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
と
の
融

合
な
ど
、
各
国
・
地
域
の
事

情
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
各
国

が
相
互
に
連
携
し
つ
つ
、
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
具
体
的
に
は

各
国
・
地

域
が
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
活
動
に

努
め
る
と
と
も
に
、
欧
米
を

含
め
た
国
際
的
な
場
で
グ
リ

ー
ン
Ｉ
Ｔ
の
重
要
性
を
働
き

か
け
る

ア
ジ
ア
域
内
の
グ

リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
活
動
に
つ
い
て

相
互
協
力
す
る

ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス

最
良
の
事

例

を
共
有
す
る

ア
ジ
ア

域
内
で
の
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
の
推
進

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

の
効
率
向
上
に
取
り
組
む

欧
米
を
含
め
た
国
際
的
な
連

携
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
継

続
と
情
報
共
有
―
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
共
同
声
明
を
ま
と

め
た
。

　
例
え
ば
消
費
電
力
量
の
削

減
対
策
が
求
め
ら
れ
る
Ｄ
Ｃ

の
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
計
測
す
る
た
め
の
指
標
に

つ
い
て
協
議
。
指
標
に
よ
る

計
測
は
Ｄ
Ｃ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
定
量
化
す
る
た
め
に

有
効
で
あ
る
と
し
て
、
今

後
、
ア
ジ
ア
域
内
で
も
指
標

に
よ
る
計
測
を
試
行
し
、
Ｄ

Ｃ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上

へ
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国

際
標
準
化
を
支
援
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
の
貢
献
度

を
ど
う
評
価
す
る
か
―
。
国

を
挙
げ
て
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
へ

の
取
り
組
み
が
進
む
中
、
環

境
貢
献
の
評
価
方
法
を
世
界

的
に
統
一
し
て
い
こ
う
と
す

る
動
き
も
急
展
開
し
て
い

る
。
評
価
方
法
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
や

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
市
場

投
入
し
た
企
業
の
努
力
が
正

当
に
評
価
さ
れ
、
か
つ
国
際

的
に
も
連
携
さ
せ
た
枠
組
み

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら

だ
。

　
日
本
で
は
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ

推
進
協
議
会
と
日
本
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
協
会

Ｊ
Ｄ
Ｃ

Ｃ

が
連
携
し
な
が
ら
、
Ｉ

Ｔ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
抽

出
を
は
じ
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

工
程
表

作
成
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
可
能
性
の
定
量

的
調
査
や
分
析
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議

会
は
米
国
の
関
連
２
団
体

「
ザ
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
リ
ッ

ド
」

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ

ド

と
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

セ
ー
バ
ー
ズ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」
と
協
力
関
係
を
築
い
て

い
る
。
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド

は
Ｄ
Ｃ
の
省
電
力
化
を
目
指

し
、
調
査
・
分
析
か
ら
新
技

術
の
精
査
、
研
究
、
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
た
め
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク

枠
組
み

づ
く
り
、
指
標
の
定
義
、
技

術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
供
な

ど
の
活
動
を
展
開
す
る
世
界

的
な
組
織
。
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ

の
流
れ
を
先
導
し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド
は
Ｄ

Ｃ
で
消
費
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
機
器

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
測
定
す

る
指
標
と
し
て
、
電
力
使
用

効
率
性

Ｐ
Ｕ
Ｅ

を
世
界

共
通
の
尺
度
と
し
て
提
唱
し

て
お
り
、
仕
様
策
定
で
は
グ

リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
や

Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
と
も
共
同
歩
調
を

と
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｕ
Ｅ
は
Ｄ
Ｃ
の
全
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
Ｉ
Ｔ
機
器
の

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
割
っ
た

も
の
で
、
Ｐ
Ｕ
Ｅ
値
が
１
に

限
り
な
く
近
い
ほ
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
高
い
こ
と
を

示
す
。

　

年
２
月
に
は
日
欧
米
に

よ
る
Ｄ
Ｃ
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

評
価
手
法
な
ど
に
関
す
る
会

議

ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
会
議
が
米
国
で
開
か
れ
、

Ｄ
Ｃ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
指

標
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
合
意
し
た
。
グ
リ
ー
ン
Ｉ

Ｔ
推
進
協
議
会
、
グ
リ
ー
ン

グ
リ
ッ
ド
の
ほ
か
、
米
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
「
セ
ー
ブ
・
ナ

ウ
」
と
「
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
米
環

境
保
護
庁

Ｅ
Ｐ
Ａ

の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
タ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
、
欧
州
委
員
会

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
「
コ
ー

ド
オ
ブ
コ
ン
ダ
ク
ト
」

Ｃ

ｏ
Ｃ

行
動
規
範

の
代
表

者
ら
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
合
意
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は

Ｐ
Ｕ
Ｅ
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
測
る
指
標
と
し
て

望
ま
し
い

最
終
的
に
サ
ー

バ
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
の
負
荷
の

直
接
測
定
を
可
能
に
す
る
た

め
、
業
界
は
Ｉ
Ｔ
機
器
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
測
定
能
力
を
改
善

す
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と

も
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
測
定
は
無
停
電
電

源
装
置
Ｕ
Ｐ
Ｓ
出
力
で
行

う
べ
き
で
あ
る

専
用
Ｄ
Ｃ

に
お
い
て
は
、
全
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
測
定
は
「
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
ー
の
責
任
転
換
個

所

施
設
と
外
部
の
境
界

に
お
け
る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
含
め
て
行
う
。
大
規
模
ビ

ル
内
の
Ｄ
Ｃ
で
は
全
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
Ｉ
Ｔ
機
器
の
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え
、
空

調
や
照
明
、
ほ
か
の
イ
ン
フ

ラ
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含

む
べ
き
で
あ
る
―
な
ど
が
主

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ

ド
は
Ｐ
Ｕ
Ｅ
に
続
き
、
新
た

に
二
つ
の
指
標
を
提
唱
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
と
水
の
量
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
関
連
付

け
て
、
使
用
効
率
を
測
定
す

る
「
Ｃ
Ｏ
２

使
用
効
率
性

Ｃ
Ｕ
Ｅ
」
と
、
「
水
使
用

効
率
性

Ｗ
Ｕ
Ｅ

」
だ
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｅ
は
Ｄ
Ｃ
施
設
内
で

稼
働
す
る
Ｉ
Ｔ
機
器
の
消
費

電
力
と
Ｄ
Ｃ
施
設
全
体
で
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
量
を
測
定

す
る
。
Ｗ
Ｕ
Ｅ
は
Ｄ
Ｃ
施
設

全
体
の
水
の
使
用
量
と
Ｄ
Ｃ

施
設
で
稼
働
す
る
Ｉ
Ｔ
機
器

の
消
費
電
力
を
測
定
す
る
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｅ
の
測
定
手
法
な
ど

を
示
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ

ー

英
語

は
グ
リ
ー
ン
グ

リ
ッ
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
、
Ｗ
Ｕ
Ｅ
の
関
連
資
料

は
３
月
ま
で
に
公
開
す
る
予

定
。３
月
に
開
催
予
定
の
年

次
テ
ク
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
詳
細
を
説
明
す
る
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｅ
と
Ｗ
Ｕ
Ｅ
も
Ｐ
Ｕ

Ｅ
と
同
様
に
世
界
標
準
と
し

て
広
ま
っ
て
い
く
見
通
し

だ
。


